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湖南市
議会だより
湖南市

議会だより

湖南市議会広報広聴常任委員会は湖南市夏まつりに出展します。
　日時　令和７年８月２日（土）16：00～　　場所　野洲川親水公園

　内容　・アンケート活動　　・議会PR　他

お立ち寄りくだ
さい

湖南市議会は中学校生徒会サミット2025を開催します。
　日時　令和７年８月６日（水）14：00～　　場所　東庁舎４F議場等

ご期待ください

�アオサギ



ハイライト
６月定例会

庁舎整備・道路整備・公共交通
防犯・防災・物価高騰対策・農業
教育・文化の充実
協働のまちづくり　等々������ ◀P7～P15
各議員のQRコードから動画を閲覧ください

一般質問 （議長を除く全議員）

補正予算
物価高騰対策（補助）
　保育園・こども園等へ　19,219千円�◀ P3

　コミュニティバス運行へ　1,800千円� ◀P3
　農業振興へ　8,364千円������� ◀P3

議案
第39号、�投票所の実態に合った運営のため、交

替して職務を行う場合の報酬額を定め
る�������������� ◀P3

第40号、駅前広場条例の改正������ ◀P3

第42号、�甲西文化ホール
　　　　空調改修の契約の締結����� ◀P3

可決
可決

可決

議員提出案件
議会基本条例の一部を改正������� ◀P3

意見書　第２号冤罪、第３号米問題��� ◀P6

決議　公共施設内での政党機関紙勧誘問題�� ◀P6

一般質問　17名
�◀P7

湖南市の文化芸術振興について
With�Konan�Plan�Ⅲについて
都市再生整備計画について
西庁舎周辺整備事業について� 赤祖父裕美

�◀P8湖南市の都市計画について� 永田　誠治

�◀P8乳幼児健診について
認知症予防について
� 細川ゆかり

�◀P9
コミュニティスクールについて
芸術振興について
不登校について
� 副田　悦子

�◀P9湖南市活性化について
� 望月　　卓

◀P10
中央教育審議会委員就任について
物価高騰対策について
湖南市YouTube公式チャンネルについて
� 澤田　　厚

◀P10
医療の充実について
交通安全対策について
� 堀田　繁樹

◀P11
過去の一般質問について（ごみステーション、公
共交通、オートコール、区・自治会加入促進条例）
湖南市の諸課題について（リチウムイオン電池・子
ども食堂・不登校と引きこもり）� 森　　　淳

◀P11
パブリックコメントを形骸化させない取り組みに
ついて
行政と市民による協働のまちづくりの推進について
� 中土　翔太

◀P12
生活道路30㎞/h規制について
防犯カメラについて
� 奥村　幹郎

◀P12
農業問題について
地域公共交通について
ウツクシマツの保護育成について
� 立入　善治

◀P13
美しい湖南市の綺麗な街づくりについて
子育てについて
� 小林　義典

◀P13
ジェンダーギャップ解消に向けて
健康に関する取組について
不登校対策、教職員の働き方について
介護に関する課題について� 松井　圭子

◀P14
人口減少対策について
持続可能な消防団組織･活動について
� 曽我部一帆

◀P14「市民笑顔率世界一！」の実現に向けて
� 加藤貞一郎

◀P15
湖南市の交通渋滞及び振動・騒音問題について
DX化に伴う情報セキュリティ意識の醸成について
リチウムイオン電池等の回収について
� 川波　忠臣

◀P15
三雲駅南口周辺の開発について
農業者の農機具購入助成制度について
� 松原　栄樹
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６
月
定
例
会
を
終
え
て

－

議
会
と
行
政
の
関
係
に
つ
い
て

－

早
い
も
の
で
今
年
も
半
年
が
過

ぎ
、
市
議
会
６
月
定
例
会
も
終
わ

り
ま
し
た
。

定
例
会
あ
い
さ
つ
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
湖
南
市

議
会
に
と
っ
て
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
か

ね
て
よ
り
全
国
の
議
会
の
議
会
改
革
度
を
ラ
ン
キ
ン
グ
し

て
き
た
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
と
公
共
政
策

研
究
所
が
あ
ら
た
に
早
稲
田
大
学
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
研
究
所

と
し
て
統
合
さ
れ
、
昨
年
度
の
議
会
改
革
度
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
都
道
府
県
議
会
、
市
議
会
、
区
議
会
、
町
村

議
会
の
全
国
１
７
８
８
自
治
体
の
議
会
を
調
査
対
象
と
し

て
お
り
上
位
３
０
０
議
会
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

湖
南
市
議
会
が
は
じ
め
て
全
国
１
６
３
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ

さ
れ
ま
し
た
。
主
権
者
教
育
と
し
て
、
中
学
生
と
の
議
会

懇
談
や
小
学
生
の
議
会
見
学
質
疑
応
答
の
活
動
部
分
が
高

く
評
価
さ
れ
て
の
結
果
で
す
。

こ
れ
は
議
会
と
し
て
の
取
組
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
市

長
を
は
じ
め
と
し
た
市
行
政
や
教
育
長
を
は
じ
め
と
し
た

教
育
委
員
会
と
学
校
と
の
協
働
で
成
立
し
た
活
動
で
あ

り
、
当
然
な
が
ら
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
児

童
生
徒
の
協
力
の
も
と
に
実
施
し
た
活
動
で
す
。
こ
の
こ

と
は
、
市
議
会
と
行
政
の
関
係
を
考
え
る
意
味
で
も
重
要

で
す
。
議
会
は
議
案
質
疑
や
一
般
質
問
を
通
じ
て
行
政
へ

の
批
判
と
評
価
、
リ
ク
エ
ス
ト
を
行
い
な
が
ら
、
同
時
に

議
会
の
認
め
た
事
業
進
捗
や
市
民
貢
献
の
た
め
の
活
動
に

率
先
し
て
協
力
を
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
議
会
に
は
行

政
の
監
視
・
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
し
て
の
批
判
的
役
割
と
行

政
と
の
協
働
関
係
も
同
様
に
大
切
な
役
割
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

端
的
に
言
う
と
、
悪
い
部
分
を
声
高
に
言
う
こ
と
だ
け

で
な
く
良
い
部
分
を
協
力
し
て
作
っ
て
い
く
こ
と
も
同
じ

く
ら
い
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

�

議
長
　
上
野
　
顕
介

議
長
コ
ラ
ム

６月議会定例会　議決結果
分類 議案名等 結果

承　
　

認

承認第１号
専決処分の承認を求めることについて
（専決第１号湖南市税条例の一部を改正する条例の制定に
ついて）
地方税法等の一部を改正する法律の公布に伴い、軽自動車
税種別割の標準税率の区分の見直し、減免申請時の運転免
許証の提示義務に係る規定の整備、固定資産税の減額の規
定の適用を受けようとする者がすべき申告等について、所要の
改正を行うもの。地方自治法第179条第１項の規定による専決
処分をしたことについて報告し、承認を求める。

◎

承認第２号
専決処分の承認を求めることについて
（専決第２号湖南市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例の制定について）
国民健康保険法施行令の一部を改正する政令の公布に伴
い、国民健康保険税の基礎課税額、後期高齢者支援金等課
税額に係る課税限度額等について、所要の改正を行うもの。地
方自治法第179条第１項の規定による専決処分をしたことにつ
いて報告し、承認を求める。

◎

条　
　

例

議案第39号
湖南市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例の制定について
投票所または期日前投票所の投票管理者および投票立会人
が、従事時間中に交替して職務を行う場合の報酬の額を定める
ため、これらの者の報酬額を定めている市の条例について、所要
の改正を行うもの。

◎

議案第40号
湖南市駅前広場条例の一部を改正する条例の制定について
湖南市駅前広場条例について、石部駅北口の駅前整備等に
伴い、所要の改正を行うもの。

◎

議案第46号
湖南市議会議員及び湖南市長の選挙における選挙運動の
公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて
令和７年６月４日に公職選挙法施行令の一部を改正する政令
が公布され、国政選挙における選挙運動用ビラ等の作成の公
営に要する経費に係る限度額が引き上げられることから、同令
に準じて当該限度額を定めている市の条例について、所要の
改正を行うもの。

◎

分類 議案名等 結果

補
正
予
算

議案第41号
令和７年度湖南市一般会計補正予算（第１号）

【歳入歳出】それぞれ1,466万１千円を追加
【補正後の額】269億1,466万１千円

◎

議案第47号
令和７年度湖南市一般会計補正予算（第２号）

【歳入歳出】3,185万２千円を追加
【補正後の額】補正後の額を269億4,651万３千円

◎

そ　

の　

他

議案第42号
契約の締結について
工事名　　　　　　　　甲西文化ホール空調改修工事
契約金額　　　　　　 　159,500,000円
契約の相手方　　　　　三貴設備工業株式会社

◎

議案第43号
教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて
地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の
規定により、教育長の任命について議会の同意を求めるもの。

◎

議案第44号
固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて
現評価員から辞任願が提出されたことに伴い、その後任を選
任することについて、地方税法第404条第２項の規定に基づ
き、議会の同意を求めるもの。

◎

議案第45号
旧慣使用権の廃止について
湖南市石部中央三丁目3176番の土地について、民間事業者
に売り払うため、地方自治法第238条の６第１項の規定により旧
慣使用権を廃止するに当たり、議会の議決を求めるもの。

◎

意
見
書

意見書第２号
刑事訴訟法の再審規定の改正に向けた議論を求める意見書 ◎

意見書第３号
米の安定供給と食糧支援を求める意見書 ◎

決　

議

決議第１号
公共施設内での政党機関紙の勧誘等に関する調査及び是
正を求める決議

〇

議
発
議
案

議案第４号
湖南市議会基本条例の一部を改正する条例の制定について ◎

※◎全会一致で原案可決
　 ○賛成多数で原案可決
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議
案
第
40
号

問　

シ
ェ
ル
タ
ー
と
は
ど

こ
の
部
分
を
指
す
の
か
。

答　

ロ
ー
タ
リ
ー
の
上
屋

部
分
の
こ
と
で
す
。

問　

甲
西
駅
前
自
動
車
駐

車
場
が
民
間
委
託
に
伴
い

改
修
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

駐
車
可
能
台
数
に
増
減
は

あ
る
の
か
。

答　

北
口
自
動
車
駐
車
場

は
現
行
ど
お
り
８
台
、
南

口
自
動
車
駐
車
場
は
駐
車

区
画
と
し
て
は
現
行
の
７

台
か
ら
１
台
減
の
６
台
と

な
り
、
減
っ
た
区
画
が
新

た
に
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

産業経済
常任委員会

付託案件　１件

議案番号 件名

きずな 日本共産党
湖南市議員団

湖南市
公明党
議員団

無
会
派

無
会
派

無
会
派

無
会
派

無
会
派

無
会
派

森
　
　
　
淳

望
月
　
　
卓

堀
田
　
繁
樹

奥
村
　
幹
郎

中
土
　
翔
太

永
田
　
誠
治

松
井
　
圭
子

立
入
　
善
治

川
波
　
忠
臣

副
田
　
悦
子

細
川
ゆ
か
り

赤
祖
父
裕
美

松
原
　
栄
樹

加
藤
貞
一
郎

小
林
　
義
典

澤
田
　
　
厚

曽
我
部
一
帆

決議第１号 公共施設内での政党機関紙の勧誘等に関する調査
及び是正を求める決議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇

令和７年６月湖南市議会定例会　提出案件（賛否）
○：賛成　●：反対

※議長は採決に加わりません。

閉会中の調査

福祉教育
常任委員会

　
甲
西
図
書
館
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
つ
い
て
、
課
題
や

取
組
の
説
明
後
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
の
範
囲
や
意
見
の

反
映
な
ど
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
、
単
に
甲
西
図
書

館
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

（
仮
称
）小
規
模
多
機
能
自

治
セ
ン
タ
ー
で
の
図
書
館

の
機
能
に
も
関
わ
る
こ
と

で
あ
り
、
専
門
職
も
加

わ
っ
て
市
の
図
書
館
と
し

て
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
示
す

べ
き
だ
と
い
っ
た
意
見
が

出
ま
し
た
。

　
次
に
給
食
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
地

元
食
材
の
割
合
は
８
％
で
、

食
材
の
規
格
も
厳
し
く
、

給
食
法
に
よ
り
２
時
間
以

内
に
調
理
さ
れ
た
も
の
を

提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま

議
案
第
39
号

問　

従
来
か
ら
、
一
日
の

中
で
交
替
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
の
か
。

答　

一
回
に
つ
き
と
い
う

報
酬
で
交
替
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ

う
選
択
肢
を
増
や
す
た
め

の
改
正
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
46
号

問　

選
挙
運
動
用
の
ビ
ラ

・
ポ
ス
タ
ー
の
限
度
額
上

限
か
。

答　

委
員
の
ご
質
疑
の
と

お
り
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
42
号

問　

文
化
ホ
ー
ル
の
設
備

で
、
電
気
式
を
選
ば
れ
、

学
校
な
ど
は
避
難
所
の
関

係
で
、
L
P
ガ
ス
で
す
。

総務
常任委員会
付託案件　４件
決議　１件

本 会 議 で の 議 案 の 討 論
●決議第１号

松井�圭子議員
行政の中立性は新聞購読の有無で判断ではなく、住民に
対して公正・中立の立場で行政に携わっているかという
問題。政党機関紙をすすめることは憲法で保障された政
治活動。購読は個人の自由。よって決議に反対します。

反対小林�義典議員
政党機関紙の勧誘、集金などが職員の執務中に行われ
ていることが問題視していることであり、今回の決議
の提出は、庁舎内また執務中（休憩中を含む）に機関紙
の勧誘集金の実態調査・研究を求めるものである。

賛成

電
気
式
の
理
由
は
。

答　

検
討
の
結
果
、
電
気

式
が
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス

ト
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

が
一
番
安
価
で
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
45
号

問　

行
政
・
民
間
業
者
間

で
、
権
利
者
の
石
部
財
産

管
理
委
員
会
と
の
話
し
合

い
は
。

答　

石
部
財
産
管
理
委
員

会
と
の
協
議
で
今
回
申
請

さ
れ
、
旧
慣
使
用
権
の
廃

止
を
進
め
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

決
議
第
１
号

問　

決
議
の
趣
旨
に
つ
い

て
説
明
を
。

答　

市
職
員
に
、
議
員
等

の
勧
誘
で
断
わ
れ
ず
契
約

に
至
る
方
の
実
態
を
調
査

し
、
問
題
の
改
善
、
是
正

を
求
め
る
決
議
案
で
す
。

賛
成
多
数
で
可
決

た
、
味
覚
の
形
成
に
つ
な

が
る
よ
う
薄
味
で
だ
し
文

化
を
大
切
に
す
る
な
ど
工

夫
し
て
い
る
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
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湖
南
市
議
会
で
は
、
令

和
３
年
11
月
臨
時
会
で
、

「
議
会
基
本
条
例
の
具
現

化
と
さ
ら
な
る
議
会
改
革

の
取
組
を
行
う
た
め
」に

７
名
の
委
員
で
構
成
す
る

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
令
和
５
年
３

月
定
例
会
で
定
数
は
１
名

減
の
６
名
へ
と
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
委
員
会
は
、
設
置
目

的
の
一
つ
で
あ
る「
議
会

基
本
条
例
の
具
現
化
」を

実
現
す
る
た
め
、
平
成
24

議会改革
推進特別委員会

委員長報告

堀田　繁樹�議員 甲賀広域行政組合議会
令
和
７
年
第
３
回
臨
時
会

（
６
月
10
日
）

審
議
結
果

議
案
第
14
号

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　
目
内
の
予
算
組
み
替

え（
常
備
消
防
費
の
内　

使
用
料
１
５
０
万
円
を

減
額
、
補
償
補
填
及
び

賠
償
金
を
１
５
０
万
円

増
額
）。

議
案
第
15
号

損
害
賠
償
の
額
の
決
定

及
び
和
解
に
つ
い
て

・�

相
手
方　
県
内
在
住

の
個
人

・�

賠
償
額

�

　
１
５
０
万
円

・
和
解
概
要　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
拒

否
し
た
職
員
が
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
受
け
、
退
職

し
た
こ
と
に
対
す
る
損

害
賠
償
金
支
払
。

２
議
案
と
も
全
員
賛
成

で
可
決

議
案
第
41
号

主
な
質
疑

問　

寄
付
金
は
寄
付
者
の

意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答　

事
業
者
様
の
目
的
に

見
合
っ
た
事
業
の
財
源
と

し
て
い
ま
す
。

問　

寄
付
と
し
て
の
計
上

は
令
和
６
年
度
で
、
そ
れ

を
今
回
繰
り
入
れ
と
い
う

形
で
令
和
７
年
度
に
使
う

の
か
。

行政視察報告

広報広聴
常任委員会

付託案件 ２件

予算
常任委員会

答　

令
和
７
年
３
月
24
日

の
寄
付
で
年
度
内
に
事
業

化
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
た
め
、
令
和
６
年
度
中

の
歳
入
と
し
、
決
算
に
寄

付
の
記
載
は
上
が
り
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩

し
に
よ
り
財
源
を
捻
出
し

て
、
充
当
さ
せ
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
47
号

問　

駐
輪
場
利
用
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
定
期
券

購
入
の
助
成
率
と
対
象
期

間
に
つ
い
て
。

答　

駐
輪
場
は
、
対
象
人

数
を
３
４
０
人
に
想
定

し
、
月
約
千
円
を
最
大
５

か
月
分
助
成
。
実
際
の
購

入
費
用
に
対
し
て
、
令
和

８
年
１
月
～
２
月
の
間
に

市
に
申
請
し
、
助
成
分
を

各
個
人
の
口
座
に
振
り
込

む
予
定
で
す
。
尚
、
払
い

戻
し
が
あ
る
方
も
い
る
た

め
、
対
象
期
間
終
了
後
に

お
１
人
、
１
回
の
申
請
と

し
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
対
象
人
数
は
、
約

２
５
０
人
を
想
定
し
、
定

期
券
購
入
補
助
は
、
購
入

年
６
月
定
例
会
で
可
決
さ

れ
て
以
降
、
一
度
も
検
証

さ
れ
て
い
な
い
当
該
条
例

を
検
証
す
る
こ
と
か
ら
始

め
る
こ
と
と
し
、
令
和
５

年
12
月
13
日
の
委
員
会
を

皮
切
り
に
、
令
和
７
年
４

月
24
日
の
委
員
会
ま
で
、

会
期
中
お
よ
び
閉
会
中
に

お
い
て
、
11
回
の
委
員
会

お
よ
び
７
回
の
正
副
委
員

長
協
議
を
重
ね
て
検
証
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

検
証
は
、
湖
南
市
議
会

基
本
条
例
検
証
シ
ー
ト
を

作
成
し
、
逐
条
に
よ
り
、

１
．
条
文
に
従
い
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
取
り
組
ん
で

い
く
。
２
．
条
文
に
従
い
、

新
た
な
取
り
組
み
を
検
討

す
る
。
３
．
条
文
を
改
正

す
る
。
４
．
そ
の
他
の
４

つ
に
分
類
し
て
検
証
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
当
該
検
証
結
果

を
踏
ま
え
て
、
本
委
員
会

か
ら「
湖
南
市
議
会
基
本

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例（
案
）」を
提
出
す
る

こ
と
を
決
定
い
た
し
ま
し

た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

用
の
区
画
に
な
り
ま
す
。

問　

駐
車
場
に
お
け
る
民

間
委
託
後
の
価
格
変
更
に

つ
い
て
市
は
委
託
先
に
指

導
で
き
る
の
か
。

答　

市
と
相
談
の
う
え
で

価
格
変
更
す
る
よ
う
仕
様

書
に
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

実
施
日　

�

令
和
７
年
５
月

12
日

行
き
先　

�

近
江
八
幡
市
役

所

目
　
的　

�

ぎ
か
い
カ
フ
ェ

(

議
会
報
告
会)

に
つ
い
て

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

が
発
足
し
、
活
動
内
容
を

協
議
し
、「
議
会
カ
フ
ェ
」

の
研
修
に
、
近
江
八
幡
市

議
会
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

近
江
八
幡
市
議
会
で

は
、
市
議
会
を
知
っ
て
い

た
だ
く
活
動
を
模
索
さ

れ
、
苦
労
さ
れ
た
様
子
が

う
か
が
え
ま
し
た
。
参
加

委
員
か
ら
は
、「
着
眼
点

が
今
ま
で
と
は
ち
ょ
っ
と

違
う
！
」「
若
年
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
広
聴
す
る
姿
勢

が
素
晴
ら
し
い
」等
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後

の
当
委
員
会
の
活
動
や
企

画
を
検
討
す
る
上
で
大
変

参
考
に
な
る
視
察
で
し
た
。

す
る
際
に
２
分
の
１
の
補

助
を
計
画
。
令
和
７
年
７

月
～
令
和
８
年
２
月
の
８

か
月
の
定
期
購
入
分
と
考

え
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決
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意見書第２号

刑事訴訟法の再審規定の改正に向けた議論を求める意見書

　冤罪は、有罪とされた者やその家族の人生を狂わせ、時にはその生命をも奪いかねない最大の人権侵害であ

る。我が国では、憲法に多数の刑事手続関連条項を設け、刑事訴訟法等の法律を充実させることにより、冤罪

の発生を防止しようとしてきた。しかし様々な原因により、冤罪が発生するおそれは払拭できない。冤罪の発

生を防ぐことはもちろん、冤罪が発生した場合に、速やかに救済することは、国の基本的な責務である。

　三審制の下で確定した有罪判決について、重大な瑕疵があった場合にはこれを是正し、有罪判決を受けた

者を救済する非常救済手続である再審制度については、刑事訴訟法第４篇「再審」に定められている。しかし、

再審請求手続に関する詳細な規定がないことから、再審請求審において裁判所がどのような権限を行使できる

か明らかではなく、過去の冤罪被害者の救済には多くの困難と長い年月を経ることになっている。

　特に、再審請求審における証拠の開示については、刑事訴訟法等の一部を改正する法律（平成28年法律第54

号）附則第９条第３項において、同法の公布後、必要に応じて速やかに検討を行うものとされているにもかか

わらず、今なお制度化は実現していない。

　また、一たび再審開始決定がなされても、検察官がその決定に対する不服申立てをすることにより、速やか

に再審公判手続に移行できず、再審手続が長期化している実情がある。

　冤罪が発生するおそれを払拭できない以上、再審は、最後の救済手段としての重要な役割を果たすことから、

確固たる手続が整備されていなければならない。

　よって、国会及び政府に置かれては、冤罪被害者を迅速に救済するため、刑事訴訟法の再審規定の改正に向

けた議論を慎重かつ速やかに行うよう強く求める。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

提出先：内閣総理大臣、法務大臣、衆議院議長、参議院議長

【全会一致で可決】

意見書第３号

米の安定供給と食糧支援を求める意見書

　世界的な食糧の需給ひっ迫と円安などにより食料品の値上げが相次ぐなか、米不足と米価の値上がりが生活

苦に追い打ちをかけています。いま、主食の米が不足することがないよう対策を取り、消費者は「安心して

食べ続けられる」、生産者は「安心して作り続けられる」食糧政策の実現が求められています。しかしこの間、

米の消費が増える傾向が続いているにもかかわらず、政府は、主食米の生産を減らしてきました。多くの国で

行われている価格保障、所得補償によって農家の収入を支える政策が求められています。

　つきましては、生産者、消費者双方を守るため、下記事項を実現され、主食の米が持続的・安定的に生産さ

れ、いつでも誰でもしっかり食べられるようにするために、以下のとおり要望します。

１．米が安定的に市場に流通する制度を構築すること。また、流通が滞るような状況を緩和する方策を打つこと。

２．社会福祉協議会やフードバンク、子ども食堂などへの政府備蓄米の無償提供の拡大を図ること。

３．新たに生産者、消費者、双方を支える食糧支援制度を創設すること。

４．米を増産し、不測の事態に備えた十分な米を備蓄へと拡充すること。

５．農家が安心して米を生産し、国民に安定供給できる政策に転換すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

提出先：内閣総理大臣、農林水産大臣、内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全担当大臣）、消費者庁長官

【全会一致で可決】

湖南市議会だより 6

湖
南
市
議
会
だ
よ
り

意 

見 

書



一般質問

生き生きと！「まち」輝く湖南市に

無会派●赤祖父　裕美 議員

文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て

問　

文
化
芸
術
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
と
は
。

答
　
文
化
芸
術
の
持
つ

「
人
々
に
感
動
や
安
ら
ぎ

を
与
え
る
力
」「
人
と
人
と

が
繋
が
る
き
っ
か
け
と
な

る
力
」
を
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
せ
る
よ
う
、「
場
づ

く
り
」「
人
づ
く
り
」
を
進

め
本
市
の
魅
力
向
上
・
活

性
化
に
繋
げ
ま
す
。

問　

国
内
外
で
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
市
内
在
住
の

彫
刻
家
深
田
充
夫
氏
を
は

じ
め
と
す
る
ア
ー
ト
作
品

を
活
か
す
ま
ち
づ
く
り
は
。

答
　
心
豊
か
に
生
き
る
力

を
も
ら
っ
て
お
り
、
人
や

ま
ち
の
活
気
を
も
た
ら
す

重
要
な
要
素
と
も
な
り
、

庁
内
や
関
係
団
体
と
連
携
、

融
合
、
協
働
を
強
化
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で

す
。

W
i
t
h 

K
o
n
a
n 

P
l
a
n
Ⅲ
に
つ
い
て

問　

多
文
化
共
生
の
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
。

答
　
国
際
協
会
と
も
連
携

し
て
取
り
組
み
、
国
籍
に

捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
地

域
全
体
で
互
い
に
協
力
し

合
い
な
が
ら
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

問　

多
文
化
共
生
施
策
は

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

企
画
調
整
課
が
所
管
す
べ

き
で
は
。

答
　
進
め
る
上
で
組
織
的

に
課
題
が
あ
る
場
合
は
検

討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

J
R
石
部
駅
南
側
広
場
の

都
市
再
生
整
備
計
画
の
進

め
方
に
つ
い
て

答
　
国
の
事
業
採
択
後
、

地
元
区
等
と
相
談
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

西
庁
舎
整
備
事
業
の
今
後

の
進
め
方
に
つ
い
て

答
　
本
年
下
旬
頃
か
ら
令

和
９
年
度
に
か
け
、
住
民

懇
談
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
き
、
市
民
の
意
見

を
聴
い
て
い
き
ま
す
。

決議第１号

公共施設内での政党機関紙の勧誘等に関する調査及び是正を求める決議
　近年、全国各市区町村の公共施設内で政党機関紙の勧誘・配達・集金が許可なく行われていることや、特に
議員等に勧誘されたことで「購読しなければならない、断りにくい」といった心理的圧力を感じている職員の
存在等が問題になっている。
　中には、庁舎内での政党機関紙勧誘に対し調査や自粛等を求めた陳情を議会が採択した自治体や、庁舎内で
の政党機関紙をはじめとした物品に絡む勧誘などの行為を禁止した自治体も存在する。
　令和２年に改正労働施策総合推進法が施行され、地方公務員がパワハラ保護の対象となったことを受け、ハ
ラスメント防止の観点等からも庁舎内での勧誘ルールの再確認や実態調査が進んでいるものと考えられ、この
流れは今後も全国的に進んでいくものと考えられる。 
　また、政党機関紙の勧誘・配達・集金行為は政治活動であり、職員が庁舎内等で集金に応じ、特定政党の政
治活動に協力する行為を住民が見れば、政治的中立性に疑念を持つのは当然である。政党機関紙の購読自体は
個人の自由であり制限されるべきものではないが、公共施設の敷地内においては、政治的中立性・公平性・公
正性への疑義を持たれぬよう努めることが当然必要である。
　このような背景を踏まえ、湖南市においても、公共施設内の政党機関紙の勧誘等に関する現状の把握とルー
ルを明確にし、公共施設内の政治的中立性を守っていただくとともに、購読を望まない職員が意に反して新規
に契約したり現在の契約を継続することのない環境作りを行うことを強く求め、下記事項についてここに決議
する。

記
１．市職員の政党機関紙各紙の購読状況や勧誘実態について調査すること。
２． 調査の際は、勧誘等の際に議員等からの圧力や心理的強制について疑われる事例がないか、職員に寄り添っ

た内容や方法で行うこと。
３．問題があった場合は、調査結果の公開及び是正処置等の対応や指導を行うこと。

賛成多数で可決
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新
規
の
大
規
模
宅
地
開
発

に
つ
い
て

問　

本
格
的
な
人
口
減
少

少
子
高
齢
社
会
が
到
来
す

る
中
で
開
発
行
為
に
よ
り

将
来
、
負
担
の
増
大
に
繋

が
り
市
の
財
政
面
か
ら
見

て
も
極
め
て
厳
し
い
状
況

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
が
働
い
て
得

た
所
得
か
ら
税
と
し
て
納

め
て
い
た
だ
く
収
入
は
減

る
一
方
、
財
政
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
が
保
て
な
い
こ
と

は
容
易
に
予
想
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
新
規
の
大
規
模
宅

地
開
発
を
進
め
る
か
市
の

方
向
性
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
　
土
地
開
発
は
、
定
住

人
口
を
増
や
す
、
ま
ち
づ

く
り
に
お
け
る
手
法
の
一

つ
と
し
て
、
地
域
経
済
の

活
性
化
の
面
で
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

宅
地
が
飽
和
状
態
に

も
関
ら
ず
行
わ
れ
る
開
発

に
大
き
な
矛
盾
を
感
じ
ま

す
。
こ
れ
以
上
子
ど
も
達

に
負
の
遺
産
を
残
す
べ
き

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

答
　
開
発
で
築
造
さ
れ
る

イ
ン
フ
ラ
施
設
は
、
引
き

続
き
計
画
的
か
つ
適
正
に

点
検
、
修
繕
、
長
寿
命
化

対
策
を
講
じ
、
定
住
人
口

の
促
進
等
に
つ
な
が
る
戦

略
的
か
つ
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

開
発
に
伴
う
負
の
遺
産
対

策
に
つ
い
て

問　

危
険
空
き
家
の
増
加
、

背
景
に
は
更
地
に
す
る
と

固
定
資
産
税
が
高
く
な
り
、

崩
壊
寸
前
の
家
屋
で
も
解

体
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
る
要

因
だ
と
考
え
ま
す
。
人
口

減
少
は
30
年
も
前
か
ら
予

測
さ
れ
て
い
た
が
今
日
ま

で
の
施
策
で
は
遅
い
の
で

は
。

答
　
今
年
度
見
直
し
を
予

定
し
て
い
る「
湖
南
市
空

き
家
等
対
策
計
画
」
に
お

い
て
、
他
市
町
の
取
組
を

参
考
に
、
空
き
家
の
実
態

調
査
結
果
を
基
に
独
自
の

取
組
み
に
つ
い
て
調
査
研

究
し
ま
す
。

湖南市の都市計画について

会派 きずな●永田　誠治 議員

一般質問

湖南市公明党議員団●細川　ゆかり 議員

乳
幼
児
健
診
に
つ
い
て

問　

乳
幼
児
健
診
の
目
的

と
実
施
状
況
に
つ
い
て
。

答
　
乳
幼
児
健
診
は
、
母

子
保
健
法
に
基
づ
き
、
乳

幼
児
の
健
や
か
な
成
長
を

支
援
し
、
保
護
者
と
乳
幼

児
の
心
身
の
健
康
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

義
務
化
さ
れ
て
い
る
１
歳

６
か
月
児
と
３
歳
６
か
月

児
の
健
診
、
任
意
と
な
る

１
か
月
児
、
４
か
月
児
、

10
か
月
児
の
５
つ
の
検
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問　

国
は
、
出
産
後
か
ら

就
学
前
ま
で
の
切
れ
目
の

な
い
健
康
診
査
の
実
施
体

制
の
整
備
と
し
て
５
歳
児

健
診
を
奨
励
。
本
市
で
の

５
歳
児
健
診
の
導
入
は
。

答
　
国
の
進
め
る
５
歳
児

健
診
は
、
発
達
の
状
況
な

ど
の
評
価
と
早
期
支
援
で

あ
り
、
本
市
で
は「
発
達

支
援
シ
ス
テ
ム
」
が
稼
働

し
て
お
り
、
全
国
に
先
駆

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

認
知
症
予
防
に
つ
い
て

問　

軽
度
認
知
障
害
の
把

握
と
手
段
に
つ
い
て
。

答
　
把
握
は
で
き
て
お
ら

ず
、「
認
知
症
の
気
づ
き

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
配

布
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

問　

軽
度
認
知
障
害
の
方

を
把
握
す
る
た
め
の
手
段

と
し
て
、
身
体
的
・
精
神

的
負
担
が
少
な
く
、
測
定

時
間
は
５
分
、
科
学
的
根

拠
に
基
づ
い
て
い
る（
筑

波
大
学
と
の
共
同
開
発
及

び
臨
床
研
究
を
実
施
済
）、

測
定
結
果
は
即
閲
覧
可
能

と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
専

門
職
が
不
在
で
も
認
知
機

能
検
査
を
可
能
と
す
る

「
認
知
症
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

カ
ー
」の
導
入
に
つ
い
て
。

答
　
例
え
ば
、
健
康
ま
つ

り
の
会
場
に
機
器
を
置
き
、

市
民
に
体
験
し
て
も
ら
う

と
同
時
に
専
門
職
か
ら
説

明
や
助
言
を

行
な
う
機
会

が
設
け
ら
れ

る
よ
う
今
後

検
討
し
ま
す
。

乳幼児から高齢者まで
� 健康で生き生きと！
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一般質問

湖南市活性化について

不登校支援について

会派 きずな●望月　卓 議員

湖南市公明党議員団●副田　悦子 議員

問　

地
産
地
消
、
稲
作
へ

の
現
状
の
取
組
は
。

答
　
地
域
農
業
振
興
の
活

性
化
だ
け
で
な
く
、
食
の

安
全
・
安
心
へ
の
高
ま
り

等
地
域
で
生
産
さ
れ
た
農

産
物
を
地
域
で
の
消
費
を

通
じ
、
地
域
の
多
様
な
資

源
を
地
域
で
活
か
す
取
組

を
一
層
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
米
の
生
産
面
で
は
、
全

耕
作
地
面
積
の
90
％
以
上

を
水
田
が
占
め
る
水
稲
栽

培
を
中
心
に
、
昨
年
の
収

穫
量
は
１
，
９
１
１
ｔ
で

す
。
耕
作
地
の
地
盤
整
備

や
、
稲
作
に
欠
か
せ
な
い

農
業
用
水
路
の
更
新
・
整

備
に
、
国
庫
支
出
金
、
県

支
出
金
の
活
用
と
共
に
、

市
の
補
助
制
度
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

　
販
売
面
に
つ
い
て
は
、

市
民
産
業
交
流
促
進
施
設

（
こ
こ
ぴ
あ
）
で
地
元
産
の

農
産
物
を
身
近
に
購
入
で

き
る
よ
う
、
種
類
・
量
を

豊
富
に
提
供
し
て
い
ま

問　

不
登
校
に
つ
い
て
。

答
　
不
登
校
児
童
生
徒
数

や
在
籍
比
率
数
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
外
は
毎

年
増
加
し
続
け
て
お
り
６

年
前
と
比
較
す
る
と
３
倍

強
に
な
っ
て
い
ま
す
。
要

因
は
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
異

な
り
関
係
機
関
と
の
連
携

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
信
頼
関
係
を
築
き
ど
の

立
場
が
キ
ー
に
な
っ
て
つ

な
が
っ
て
い
く
か
が
重
要

で
す
が
、
継
続
的
な
支
援

が
で
き
て
い
な
い
課
題
が

あ
り
ま
す
。

問　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利

用
の
助
成
金
に
つ
い
て
。

答
　
令
和
６
年
度
は
申
請

の
あ
っ
た
６
名
に
対
し

96
万
１
，
２
０
０
円
の
助

成
を
行
い
ま
し
た
。
年
度

末
一
括
交
付
と
し
て
い
ま

す
が
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

や
支
払
い
状
況
を
把
握
し

交
付
方
法
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問　

不
登
校
児
童
生
徒
の

給
食
に
つ
い
て
。

答
　
保
護
者
と
相
談
し
な

が
ら
停
止
を
決
め
て
い
ま

す
。
た
だ
、
米
に
関
し
て

は
、
現
在（
数
量
限
定
一

日
19
袋
単
価
は
、
５
㎏
３
，

２
０
０
円
と
３
，
１
０
０

円
新
米
出
荷
時
期
と
同
程

度
）
販
売
を
行
っ
て
お
り
、

イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
や
、

市
内
飲
食
店
に
よ
る
地
産

地
消
メ
ニ
ュ
ー
提
供
等
の

展
開
を
通
し
て
、
更
な
る

米
の
地
産
地
消
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

す
。
別
室
で
食
べ
る
と
い

う
こ
と
や
給
食
が
登
校
の

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
給

食
で
学
校
内
、
外
で
の
居

場
所
づ
く
り
が
で
き
る
可

能
性
も
あ
り
他
市
の
取
組

を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

問　

不
登
校
後
の
支
援
に

つ
い
て
。

答
　
義
務
教
育
後
に
発
達

支
援
室
に
つ
な
が
り
、
学

校
や
保
護
者
の
理
解
を
促

し
役
割
を
明
確
に
し
た
関

わ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と

で
青
年
期
を
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
ケ
ー
ス
が
多
数

あ
り
ま
す
。
ま
た
高
校
訪

問
等
で
タ
イ
ム
リ
ー
に
相

談
に
つ
な
が
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

問　

教
育
と
福
祉
が
補
完

し
合
う
た
め
S
S
W
や

S
C
（
夜
間
学
級
）の
配

置
は
。

答
　
今
後
、
生
徒
の
状
況

を
見
て
学
校
と
綿
密
な
連

携
を
続
け
る
中
で
、
必
要

に
応
じ
て
配
置
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

	 ６年度	 ７年度

国庫支出金	 	 6,400	 	 	 	 		 0

県支出金	 	 6,400	 32,000

市支出金	 41,400	 82,800

令和６年度、令和７年度
湖南市一般会計予算説明書　より

　主な事業	 ６年度	 ７年度

・県営土地改良負担金	38,610	 38,940

・用水路更新工事	 	 3,971	 71,313

・施設測量業務委託	 11,000	 16,940

	 （単位：千円）
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一般質問

松
浦
市
長
・
中
央
教
育
審

議
会
委
員
就
任
に
つ
い
て

問　

審
議
会
参
画
の
情
報

公
開
に
つ
い
て
。

答
　
こ
の
よ
う
な
会
議
体

に
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
は
大
変
貴
重
で
名
誉

な
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
に
も
折
を
見

て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。	

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

問　

今
後
、
湖
南
市
の
独

自
策
と
し
て
、
物
価
高
騰

が
長
期
化
し
た
場
合
に
備

え
た
基
金
の
設
置
や
取
り

崩
し
、
地
産
地
消
に
よ
る

生
活
コ
ス
ト
削
減
支
援
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連

携
し
た
共
同
購
入
や
フ
ー

ド
シ
ェ
ア
な
ど
、
市
民
協

働
型
の
施
策
展
開
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

答
　
財
源
が
必
要
と
な
る

の
で
、
現
段
階
で
は
検
討

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
物
価

高
騰
が
長
期
化
し
た
場
合

に
お
い
て
は
、
国
か
ら
の

交
付
金
や
そ
の
他
の
財
源

を
活
用
し
な
が
ら
、
議
員

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た

事
例
を
含
め
た
新
た
な
事

業
化
に
つ
い
て
の
検
討
等

も
視
野
に
入
れ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

湖
南
市
Y
o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
い
て

問　

動
画
ツ
ー
ル
は
、「
見

ら
れ
る
広
報
」の
中
心
。

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
活
用
強
化

が
必
要
。
市
民
参
加
型
や

若
年
層
の
巻
き
込
み
に
よ

る
広
報
戦
略
に
つ
い
て
今

後
の
運
用
計
画
は
。

答
　
現
在
、
動
画
を
活
用

し
た
情
報
発
信
は
、
誰
も

が
手
軽
に
何
処
に
い
て
も

視
聴
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
る
重
要
な
ツ
ー
ル
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で

発
信
内
容
等
に
つ
き
ま
し

て
、
さ
ら
に
調
査
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

市長の中教審就任・
� 物価高騰対策他

無会派●澤田　厚 議員

問　

地
域
医
療
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
。

答
　
受
診
者
の
高
齢
化
に

よ
り
通
院
が
困
難
で
訪
問

診
療
が
必
要
な
患
者
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。「
在

宅
医
療
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
構
築
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
市
内
医
療

機
関
の
医
師
も
高
齢
化
が

進
み
、
地
域
医
療
体
制
の

確
保
は
大
き
な
課
題
で
す
。

問　

市
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
医
療
充
実
に

向
け
て
の
方
針
は
。

答
　
訪
問
診
療
の
強
化
な

ど
市
民
の
健
康
を
支
え
る

医
療
体
制
構
築
を
目
指
し

ま
す
。

問　

現
在
休
診
中
の
市
直

営
岩
根
診
療
所
に
つ
い
て
。

答
　
令
和
５
年
度
に
関
係

機
関
に
対
し
医
師
派
遣
依

頼
を
行
い
ま
し
た
が
、
実

現
し
て
い
ま
せ
ん
。
指
定

管
理
方
式
に
よ
る
再
開
も

検
討
中
で
す
が
、
周
辺
４

㎞
以
内
に
７
箇
所
の
医
療

機
関
が
あ
る
た
め
、
実
現

性
は
低
い
と
考
え
ま
す
。

問　

今
後
の
再
開
の
方
向

性
の
方
針
決
定
時
期
は
。

答
　
地
域
代
表
者
の
方
々

と
話
し
合
い
を
し
て
、
今

年
度
末
ま
で
に
方
向
性
を

定
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

通
学
路
危
険
箇
所
に

つ
い
て
。

答
　
毎
年
各
地
区
か
ら
の

対
策
要
望
を
基
に
、「
通

学
路
等
安
全
推
進
会
議
」

を
開
催
し
計
画
的
に
安
全

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

問　

人（
こ
ど
も
や
高
齢

者
な
ど
）へ
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
。

答
　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
や

転
落
防
止
柵
設
置
、
歩
道

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

問　

全
国
で
実
施
中
の

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
。

答
　
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
は
ド

ラ
イ
バ
ー
へ
の
注
意
喚
起

で
効
果
が
高
い
た
め
、
実

施
に
向
け
て
推
進
会
議
で

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

医療の充実・交通安全対策の
� 強化を!!

会派 きずな●堀田　繁樹 議員
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一般質問

みんなが利用できる
� ごみステーション

会派 きずな●森　すなお 議員

問　

市
は
、
区
・
自
治
会

未
加
入
者
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
維
持
経
費
や
清

掃
作
業
負
担
の
標
準
ル
ー

ル
を
示
す
べ
き
で
は
。

答
　
地
域
代
表
者
会
議
に
、

皆
様
が
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
使
え
る
ル
ー
ル
づ
く

り
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

公
共
交
通

問　

根
本
的
な
対
策
を
講

じ
る
た
め
、
公
共
交
通
に

特
化
し
た
専
門
部
署
を
設

け
る
べ
き
で
は
。

答
　
次
長
が
室
長
兼
務
の

交
通
対
策
室
に
改
編
し
根

本
的
な
対
策
を
講
じ
ま
す
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

利
用
者
に
寄
り
添
っ
た
時

刻
表
設
定
に
す
べ
き
で
は
。

答
　
利
用
者
に
寄
り
添
っ

た
移
動
し
や
す
い
運
行
設

定
に
努
め
ま
す
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
の
今
後
の
見
通
し
は
。

答
　
非
常
に
厳
し
く
、
こ

の
ま
ま
で
は
現
状
の
路
線

を
維
持
す
る
の
が
極
め
て

困
難
な
状
況
で
す
。

問　

交
通
対
策
室
で
の
十

分
な
対
応
は
無
理
で
は
。

答
　
組
織
体
制
の
見
直
し

は
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

オ
ー
ト
コ
ー
ル

問　

提
案
の
シ
ン
・
オ
ー

ト
コ
ー
ル
導
入
の
進
捗
は
。

答
　
東
日
本
お
よ
び
西
日

本
を
エ
リ
ア
と
す
る
企
業

に
説
明
を
求
め
、
新
庁
舎

の
総
合
防
災
シ
ス
テ
ム
導

入
時
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
も
、
早
期
導
入
に
向
け

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

区
・
自
治
会
加
入
促
進
条

例問　

提
案
し
た
区
・
自
治

会
へ
の
加
入
促
進
を
め
ざ

し
た
条
例
制
定
の
進
捗
は
。

答
　
地
域
代
表
者
会
議
で

条
例
案
策
定
に
向
け
検
討

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

問　

現
在
回
収
し
て
い
な

い
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

等
を
回
収
す
べ
き
で
は
。

答
　
東
庁
舎
、
西
庁
舎
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
の

回
収
を
検
討
し
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
ま
す
。

住民自治と協働によるまちづくり

会派 きずな●中土　翔太 議員

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

形
骸
化
さ
せ
な
い
た
め
に

問　

氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
の
記
載
が
必
須
で
あ
る

こ
と
が
提
出
の
ハ
ー
ド
ル

を
上
げ
て
い
る
。
必
要
な

い
の
で
は
。

答
　
必
要
性
の
有
無
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

問　

行
事
等
に
ブ
ー
ス
を

出
し
て
意
見
を
集
め
る
出

前
パ
ブ
コ
メ
へ
の
見
解
は
。

答
　
有
用
な
取
組
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　

計
画
策
定
開
始
時
点

で
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

も
含
め
た
政
策
形
成
プ
ロ

セ
ス
を
示
す
べ
き
で
は
。

答
　
検
討
し
ま
す
。
６
月

の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
は
、
頂
戴
し
た
意
見
の

取
り
扱
い
が
分
か
る
資
料

の
提
供
を
考
え
て
い
ま
す
。

行
政
と
市
民
の
協
働
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

問　

ま
ち
づ
く
り
協
働
推

進
室
設
置
の
ね
ら
い
は
。

答
　
部
局
横
断
的
な
連
携

を
よ
り
一
層
強
化
す
る
ね

ら
い
で
す
。

問　

本
市
は
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
が
な
い
。
住
民
自

治
や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
条
例
の
制
定

が
必
要
で
は
。

答
　
検
討
し
ま
す
。
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一般質問

道
路
交
通
法
施
行
令
改
正

に
伴
い
令
和
８
年
９
月
１

日
施
行
さ
れ
る
生
活
道
路

速
度
制
限
30
㎞
／
ｈ
規
制

に
つ
い
て

問　

市
内
の
該
当
道
路
は
。

答
　
湖
南
市
は
Ｇ
Ｉ
Ｓ

デ
ー
タ
を
含
む
道
路
台
帳

整
備
を
行
っ
て
お
り
、
直

近
の
令
和
５
年
度
に
実
施

の
成
果
指
標
に
よ
る
と
、

市
道
の
総
延
長
３
２
５
㎞

の
76
．
３
％
の
２
４
８
㎞

が
該
当
道
路
と
な
り
ま
す
。

問　

ド
ラ
イ
バ
ー
や
市
民

へ
の
周
知
啓
発
は
。

答
　
こ
の
道
路
交
通
法
改

正
に
よ
り
さ
ら
に
地
域
の

安
全
性
が
確
保
さ
れ
、
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
が
図
れ

る
よ
う
大
変
期
待
し
て
い

ま
す
。
Ｈ
Ｐ
や
広
報
誌
で

の
啓
発
や
地
域
代
表
者
会

議
・
警
察
や
交
通
安
全
協

会
と
も
連
携
し
な
が
ら
本

制
度
の
周
知
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

問　

生
活
道
路
の
目
安
と

生活道路の制限速度
� 30㎞/hについて

会派 きずな●奥村　幹郎 議員

し
て
の
中
央
線
の
な
い
道

路
幅
員
5.5
ｍ
未
満
の
道
路

の
明
確
化
に
つ
い
て
の
見

解
は
。

答
　
道
路
交
通
法
施
行
令

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
幅

員
5.5
ｍ
未
満
の
生
活
道
路

に
対
す
る
安
全
対
策
の
重

要
性
が
改
め
て
示
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
本
市
に
お

い
て
も
生
活
道
路
の
範
囲

や
明
確
化
を
図
る
こ
と
は
、

地
域
住
民
の
安
全
施
策
の

第
一
歩
と
し
て
極
め
て
重

要
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の

廃
止
と
外
側
線
の
内
側
へ

の
引
き
直
し
、
生
活
道
路

化
に
つ
い
て
。

答
　
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の

廃
止
は
通
行
空
間
に
お
い

て「
道
路
が
狭
く
感
じ
ら

れ
る
」
視
覚
効
果
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
車
同
士
が
譲

り
合
う
こ
と
を
前
提
と
し

た
環
境
を
整
え
る
に
あ
た

り
地
元
な
ど
と
も
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

自
給
自
足
の
湖
南
市
農
業

の
実
現
へ

問　

米
は
日
本
国
民
の
主

食「
生
産
者
に
再
生
産
可

能
な
所
得
・
価
格
を
保
障

し
、
消
費
者
に
は
納
得
で

き
る
手
頃
な
価
格
で
提
供

す
る
」
―
こ
れ
は
国
の
責

任
で
す
。
地
方
か
ら
声
を

あ
げ
、
国
に
対
し
要
望
す

べ
き
。

市
長
答
弁
　
農
業
問
題
は

国
民
の
食
料
の
安
全
保
障

に
繋
が
る
。
農
業
従
事
者

の
安
定
化
と
所
得
向
上
の

課
題
は
深
刻
化
し
て
お
り
、

県
や
他
市
町
と
連
携
し
国

に
現
場
の
声
を
届
け
ま
す
。

問　

米
の
自
給
自
足
の
計

画
を
立
て
る
べ
き
。

答
　
農
家
は
自
ら
の
経
営

判
断
で
生
産
量
や
作
付
け

品
目
を
決
定
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ゆ
ら
ら
」ま
で
の
無
料
バ

ス
を
増
や
し
て

問　

甲
西
駅
か
ら「
ゆ
ら

ら
」ま
で
の
無
料
バ
ス
を

他
の
駅
か
ら
も
。

答
　
商
工
観
光
労
政
課
で

も
聞
い
て
お
り
、
湖
南
市

観
光
協
会
に
伝
え
、
現
在
、

検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

ウ
ツ
ク
シ
マ
ツ
の
保
護
・

育
成
に
つ
い
て

問　

今
、
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
最
も
重
要

な
課
題
は
。

答
　
専
門
的
な
学
識
を
有

す
る
方
な
ど
で
構
成
し
て

い
る「
自
生
地
保
全
活
用

協
議
会
」
に
お
い
て
、
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
薬
剤
散
布
、

下
草
狩
り
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

問　

若
木
の
保
護
に
つ
い

て
、
鳥
獣
か
ら
守
る
保
護

策
に
つ
い
て
。

答
　
若
木
は
６
本
。
個
体

ご
と
に
保
護
柵
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

問　

文
化
庁
へ
の
補
助
金

の
要
請
は
。

答
　「
天
然
記
念
物
再
生

事
業
補
助
金
」（
対
象
経
費

の
２
分
の
１
の
補
助
）
を

活
用
し
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

深刻なコメ不足と米価高騰は
� 国の責任

日本共産党湖南市議員団●立入　善治 議員
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美しい湖南市きれいな
� まちづくりについて！

無会派●小林　義典 議員

石
部
地
域
で
の
開
発
で
想

定
さ
れ
る
水
害
に
つ
い
て

問　

最
近
の
気
象
状
況
で
、

線
状
降
水
帯
も
予
想
さ
れ

る
中
、
開
発
予
定
さ
れ
て

い
る
た
め
池
を
埋
め
立
て

造
成
さ
れ
た
場
合
の
水
害

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
お
ら
れ
る
の
か
？

答
　
岡
出
区
北
側
の
開
発

事
業
に
つ
い
て
は
、
事
前

審
査
書
類
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
ら
開
発
事
業
者
に
対

し
本
市
が
設
け
て
い
る
開

発
行
為
に
関
す
る
技
術
基

準
、
雨
水
排
水
計
画
基
準

及
び
開
発
事
業
に
関
す
る

指
導
要
綱
な
ど
に
基
づ
き

水
害
が
発
生
し
な
い
計
画

と
な
る
よ
う
徹
底
し
て
指

導
を
行
い
ま
す
。

問　

幹
線
排
水
路
が
大
雨

に
よ
り
越
水
し
て
道
路
が

冠
水
す
る
が
雨
水
対
策
状

況
は
？

答
　
い
ず
れ
の
幹
線
に
お

い
て
も
流
末
は
一
級
河
川

宮
川
と
な
っ
て
お
り
、
当

該
河
川
の
Ｊ
Ｒ
下
の
ネ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
の
早
期
解
消

に
向
け
滋
賀
県
に
対
し
て

改
修
要
望
を
行
っ
て
い
ま

す
。

子
育
て
に
つ
い
て

問　

学
校
給
食
の
無
償
化

に
お
け
る
課
題
は
？

答
　
全
国
一
律
の
学
校
給

食
無
償
化
に
は
各
自
治
体

ご
と
に
よ
り
実
施
形
態
や

給
食
費
負
担
額
の
差
な
ど

が
あ
り
公
平
性
担
保
さ
れ

た
制
度
設
計
が
望
ま
れ
ま

す
。

問　

諸
物
価
高
騰
の
中
、

今
後
の
対
応
は
？

答
　
今
後
は
国
の
物
価

高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
の
動
向
、

ま
た
給
食
費
の
無
償
化
の

動
向
に
注
視
し
な
が
ら
、

お
い
し
く
、
安
心
、
安
全

な
学
校
給
食
の
提
供
に
努

め
ま
す
。

問　

子
ど
も
食
堂
に
つ
い

て
。

答
　
今
年
度
か
ら
国
の
助

成
制
度
を
活
用
し
、「
こ
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
」の
取

組
へ
の
補
助
制
度
を
創
設

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

一般質問

問　

小
中
学
校
の
ト
イ
レ

に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

と
同
様
生
理
用
品
の
設
置

を
。

答
　
保
健
室
に
置
い
て
、

養
護
教
諭
と
の
対
話
を
大

事
に
し
ま
す
。

問　

湖
南
市
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入

は
。

答
　
来
年
４
月
か
ら
導
入

し
ま
す
。

問　

家
父
長
的
家
族
観
、

女
性
蔑
視
、
偏
見
な
ど
が

根
深
く
残
り
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
妨
げ
て
い
る
。

ミ
ソ
ジ
ニ
ー
根
絶
の
取
組

は
。

答
　
お
互
い
の
状
況
を
知

り
認
め
合
う
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
取

組
み
ま
す
。

不
登
校
児
童
生
徒
、保
護
者

へ
の
支
援
や
受
け
皿
は
。

答
　
学
校
が
居
場
所
と
な

る
よ
う
に
組
織
対
応
や
巡

回
相
談
員
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

等
を
活
用
し
ま
す
。
ふ
れ

あ
い
教
室
や
こ
と
ば
の
教

室
で
特
別
な
支
援
を
行
う

こ
と
で
学
校
復
帰
に
向
か

一人ひとりが、
� 自分らしく生きられる社会へ

日本共産党湖南市議員団●松井　けい子 議員

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
料

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

問　

市
内
に
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
が
な
い
た
め
、
送

迎
や
交
通
費
が
必
要
。
市

内
開
設
の
た
め
の
議
論
は
。

答
　
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

教
員
の
多
忙
化
解
消
は

答
　
教
員
増
員
や
定
数
改

善
は
、
今
後
も
県
へ
要
望

し
ま
す
。
業
務
改
善
は
教

員
の
仕
事
の
質
の
向
上
、

子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間

の
確
保
に
つ
な
が
り
ま
す
。

保
護
者
や
地
域
と
の
連
携

強
化
も
重
要
と
考
え
ま
す
。

訪
問
看
護
師
、ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
不
足
の
対
策

問　

県
内
で
独
自
対
策
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
が
、
湖
南
市
は
。

答
　
処
遇
改
善
へ
の
対
応

は
近
隣
市
町
の
状
況
を
見

な
が
ら
、
検
討
し
ま
す
。

検診、健診、保健指導
特定健診	 44.60%

健康診査	 40.80%

胃がん検診	 5.80%

大腸がん検診	13.00%

特定保健指導	39.30%

湖南市議会だより13

湖
南
市
議
会
だ
よ
り

一
般
質
問



人口減少対策、
� 定住や移住について

無会派●曽我部　一帆 議員

問　

人
口
減
少
対
策
の
施

策
に
つ
い
て
。

答
　
移
住
に
関
す
る
支
援

策
と
し
て
は
、
移
住
定

住
サ
イ
ト「
S
M
O
U
T

（
ス
マ
ウ
ト
）」
で
本
市
の

魅
力
の
P
R
を
行
う
と

と
も
に
、
滋
賀
県
や
し
が

I
J
U
（
イ
ジ
ュ
ウ
）
相

談
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
、

移
住
を
希
望
す
る
相
談
者

へ
個
別
に
支
援
等
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
そ
の
他
の
施
策
と
し

て
、
経
済
的
な
理
由
で
結

婚
に
踏
み
出
せ
な
い
方
を

対
象
に
、
結
婚
新
生
活
支

援
事
業
補
助
金
と
し
て
1

世
帯
当
た
り
18
万
円
を
上

限
に
住
居
費
や
引
越
し
費

用
な
ど
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

問　

子
育
て
世
帯
等
を
対

象
に
、
市
内
で
の
新
築
や

中
古
戸
建
の
購
入
費
、
増

改
築
費
や
賃
貸
物
件
の
敷

金
礼
金
家
賃
等
を
一
部
サ

ポ
ー
ト
す
る
よ
う
な
制
度

の
導
入
の
検
討
に
つ
い
て
。

答
　
子
育
て
世
帯
等
を
対

象
と
し
た
サ
ポ
ー
ト
制
度

の
導
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、

財
源
も
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
現
段
階
で
は
導
入

に
対
し
課
題
が
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

の
移
住
定
住
関
連
施
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
移

住
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

へ
段
階
に
応
じ
た
支
援
が

必
要
と
考
え
て
お
り
、
ま

ず
は
情
報
発
信
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
に
注
力
し
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
例

え
ば
、
空
き
家
、
農
業
、

起
業
環
境
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
資
源
を
活
用
し
た

体
験
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
等

の
移
住
促
進
に
繋
が
る
よ

う
な
事
業
企
画
を
検
討
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎	

そ
の
他
、
定
住
や
移
住

の
促
進
に
つ
い
て
深
掘

り
す
る
と
と
も
に
、
湖

南
市
消
防
団
員
の
待
遇

改
善
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

一般質問

問　
「
ま
ち
づ
く
り
ス

ロ
ー
ガ
ン
」を
掲
げ
た
背

景
と
目
標
理
念
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。

答
　「
市
民
笑
顔
率
世
界

一
」
の
実
現
に
向
け
て
の

最
初
の
取
組
と
し
て
、
ま

ず
何
よ
り
職
員
が
３
Ｋ
で

あ
る「
機
動
力
」、「
根
拠
」、

「
心
」
の
向
上
を
め
ざ
し
、

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
各
部
局
長
自
ら
が

率
先
垂
範
し
て
実
現
に
向

け
た
取
組
を
実
施
す
る
よ

う
に
指
示
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
市
民
の
皆
さ

ま
に
も
市
役
所
の
取
組
を

分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す

る
た
め
、
各
部
局
が「
そ

れ
ぞ
れ
置
か
れ
て
い
る
現

状
と
課
題
を
認
識
し
」
ま

た
、「
課
題
解
決
に
向
け
、

ど
の
よ
う
な
目
標
を
持
っ

て
未
来
を
創
り
あ
げ
て
い

く
の
か
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
の
見
え
る
化
を
令

和
７
年
度
か
ら
掲
げ
る
こ

と
と
し
た
も
の
で
す
。	

問　

各
部
局
が
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
行

政
と
し
て「
こ
の
ま
ち
に

何
が
必
要
な
の
か
」ま
た

「
次
世
代
に
向
け
て
、
何

を
準
備
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
」を
検
証
し
、
辿
り

着
い
た「
ま
ち
づ
く
り
ス

ロ
ー
ガ
ン
」の
実
現
に
向

け
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
　
行
政
課
題
が
複
雑

化
、
多
様
化
す
る
中
に
お

い
て
も
公
約
で
あ
る「
市

民
笑
顔
率
世
界
一
」
の
実

現
に
向
け「
ま
ち
づ
く
り

ス
ロ
ー
ガ
ン
」
の
掲
げ
る

意
味
、
内
容
等
を
市
民
の

皆
さ
ま
に
湖
南
市
行
政
が

め
ざ
す
取
組
を
し
っ
か
り

と
お
伝
え
し
、
行
政
と
連

携
い
た
だ
く
各
種
団
体
や
、

企
業
等
の
皆
さ
ま
に
も
さ

ら
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

い
た
だ
け
る
よ
う
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

各部局が掲げた「まちづくり
� スローガン」について

無会派●加藤　貞一郎 議員
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三雲駅南口周辺の開発について

無会派●松原　栄樹 議員

問　

南
口
の
整
備
開
発
が

な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。

膠
着
状
態
の
中
、
南
口
周

辺
エ
リ
ア
一
帯
の
構
想
を

仕
切
り
直
し
し
て
み
て
は
。

答
　
今
日
ま
で
ホ
テ
ル
や

観
光
事
業
者
と
継
続
的
な

協
議
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

難
し
い
状
況
で
す
。
土
地

利
用
構
想
の
見
直
し
を
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
三

雲
駅
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に

「
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
ア

イ
デ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

ペ
2
0
2
5
」
と
題
し
て

施
策
ア
イ
デ
ア
や
空
間
デ

ザ
イ
ン
を
広
く
募
集
す
る

計
画
で
す
。

問　

南
口
ロ
ー
タ
リ
ー
の

正
面
林
地
の
開
発
は
。

答
　
市
街
化
調
整
区
域
を

含
む
私
有
地
で
す
。
所
有

者
か
ら
土
地
利
用
転
換
の

提
案
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

駅
周
辺
の
調
和
を
勘
案
し

な
が
ら
適
正
に
判
断
し
て

い
き
ま
す
。

問　

ロ
ー
タ
リ
ー
東
側
の

市
有
地
の
利
活
用
は
。

答
　
多
様
な
角
度
か
ら
、

幅
広
く
活
用
で
き
る
よ
う

地
元
の
皆
さ
ま
と
熟
議
し

ま
す
。

農
機
具
購
入
の
助
成
制
度

に
つ
い
て

問　

農
業
者
の
高
齢
化
に

対
応
す
る
に
は
、
省
力
化
、

農
機
の
利
用
で
す
。
農
機

購
入
の
補
助
制
度
は
。

答
　
国
の
、
担
い
手
や
生

産
力
向
上
を
目
的
と
し
た

補
助
制
度
は
増
え
て
い
ま

す
が
、
小
規
模
農
業
者
に

は
条
件
が
厳
し
い
で
す
。

問　

小
規
模
農
業
者
や
グ

ル
ー
プ
農
園
等
に
対
す
る

市
単
独
で
の
補
助
制
度
は
。

答
　
地
域
農
業
を
支
え
る

全
て
の
農
業
者
を
後
押
し

す
る
た
め
、
支
援
策
を
講

じ
る
努
力
を
し
ま
す
。

交通渋滞、リチウムイオン電池等
� について

日本共産党湖南市議員団●川波　忠臣 議員

交
通
渋
滞
及
び
振
動
・
騒

音
問
題
に
つ
い
て

問　
（
仮
称
）正
福
寺
・
菩

提
寺
線
を
新
た
に
湖
南
市

道
路
整
備
計
画
に
盛
り
込

ま
れ
た
目
的
と
、
そ
の
優

先
順
位
付
け
の
根
拠
は
。

答
　
県
道
22
号
竜
王
石
部

線
に
お
け
る
慢
性
的
な
渋

滞
緩
和
対
策
と
し
て
、
通

過
車
両
の
分
散
が
主
た
る

目
的
で
す
。
交
通
機
能
の

接
続
性
や
事
業
の
実
現

性
な
ど
の
評
価
指
標
を

定
め
、	

路
線
ご
と
に
評
価

し
、	

ポ
イ
ン
ト
総
数
に
応

じ
て
短
期
・
中
期
・
長
期
に

分
類
し
優
先
順
位
を
決
定

し
て
い
ま
す
。

D
X
化
に
伴
う
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
の
醸
成

に
つ
い
て

問　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

意
識
の
重
要
性
に
つ
い
て
。

答
　
今
後
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
広

報
誌
等
、
様
々
な
媒
体
を

活
用
し
、
定
期
的
な
注
意

喚
起
を
行
い
ま
す
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等

の
回
収
に
つ
い
て

問　

環
境
省
の「
市
町
村

に
お
け
る
リ
チ
ウ
ム
蓄
電

池
等
の
適
正
処
理
に
関
す

る
方
針
と
対
策
に
つ
い

て
」と
い
う
通
知
へ
の
対

応
に
つ
い
て
。

答
　
本
通
知
を
受
け
る
以

前
か
ら
、
適
正
な
処
分
等

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
ま
し
た
。
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
は
、

発
火
の
危
険
性
が
あ
り
、

市
役
所
の
東
庁
舎
と
西
庁

舎
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

の
３
か
所
で
の
回
収
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

問　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
の
危
険
性
と
安
全
な
回

収
方
法
の
住
民
へ
の
周
知

に
つ
い
て
。

答
　
広
報
こ
な
ん
３
月
号

で
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
適
正
な
回
収
と
処
分

方
法
の
検
討
と
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
の
で
、
決
定

次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
こ
な
ん
等
に
よ
り
、

周
知
と
啓
発
を
図
り
ま
す
。

一般質問
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会 誌議 日
�２日―広報広聴常任委員会協議会
�３日―議員全員協議会
�７日―予算常任委員会
�８日―広報広聴常任委員会
� � 　　広報広聴常任委員会協議会
10日―議会運営委員会
24日―議会改革推進特別委員会

�９日―福祉教育常任委員会
� � 　　�会派制議会運営検討特別

委員会
12日―広報広聴常任委員会
15日―産業経済常任委員会
28日―庁舎整備検討特別委員会

�２日―議員全員協議会
�４日―議会運営委員会
�６日―本会議［定例会（１日目）］
� � 　　議会運営委員会
� � 　　議員全員協議会
� � 　　福祉教育常任委員会
10日―�甲賀広域行政組合議会臨

時会
13日―本会議［定例会（２日目）］
16日―本会議［定例会（３日目）］
� � 　　議会運営委員会
� � 　　議員全員協議会
17日―本会議［定例会（４日目）］
� � 　　決算常任委員会
18日―予算常任委員会
� � 　　総務常任委員会
� � 　　産業経済常任委員会
19日―広報広聴常任委員会
� � 　　広報広聴常任委員会協議会
� � 　　庁舎整備検討特別委員会
20日―議会改革推進特別委員会
� � 　　�会派制議会運営検討特別

委員会
26日―本会議［定例会（５日目）］
� � 　　議会運営委員会
� � 　　議員全員協議会
27日―広報広聴常任委員会協議会

【４月】

【５月】

【６月】

　土砂災害への注意喚起がされるほどの強い雨から梅
雨入りし、数日雨が続いたかと思えば、打って変わっ
て夏が来たような暑さの日々が続いています。気温の
変化が激しいこの時期は、室内にいても熱中症のリス
クがあります。こまめな水分・塩分補給を心がけ、エ
アコンや扇風機を適切に利用しましょう。
　本市では、７月より省エネ家電買替支援事業が始ま
ります。エアコン等の買い替えをお考えの方は、湖南
市HP等で詳細をご確認いただき、ご利用いただけれ
ばと思います。（予算がなくなり次第、受付終了とな
ります。）� 無会派　曽我部一帆

編
集
後
記

奥村幹郎委員長　永田誠治副委員長　中土翔太委員
副田悦子委員　川波忠臣委員　曽我部一帆委員

〈広報広聴常任委員会〉

議員活動に対して表彰状贈呈
　全国市議会議長会から20年以上および15年以上地方自
治振興、ならびに市民福祉の増進に尽力したとして望月卓
議員（20年以上）、加藤貞
一郎議員（15年以上）に表
彰状が贈られました。
　また併せて、上野顕介
議長には、全国市議会議
長会の地方行政委員とし
ての功績に対して感謝状
が贈られました。
　６月定例会１日目本会
議開会前に伝達式を行い
ました。

令和７年９月議会定例会の仮日程をお知らせします

開会 8月25日（月） 閉会 9月18日（木）
<仮日程>
８月25日（月）　■本会議　提案説明
９月１日（月）　■本会議　一般質問
９月２日（火）　■本会議　一般質問
９月３日（水）　■本会議　一般質問

９月４日（木）～16日（火）
� � 　� � 　 　   �●委員会
９月18日（木） �■本会議
� � 　� � 　 　   �委員長報告
� � 　� � 　 　   �採決

◇傍聴席では…
　議場は、市政全般にわたる重要な事項を決定する場です。
係員（議会事務局職員）の指示に従って、静粛に傍聴するこ
とになっています。
◇傍聴の申し込みは…
　会議が開かれる当日に来ていただき、「議会傍聴受付書」
に住所・氏名を記入してください。座席数に限りがありま
すので、団体での傍聴は事前に議事課へご連絡ください。
※�事情により日程が変更になることがあります。詳しくは、
８月下旬ごろに議事課☎0748-71-2347へお問い合わせ
ください。
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